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・ソング　君が代　奉仕の理想
・四つのテスト唱和　伊澤職業奉仕委員長
・卓　話　細田吉春会員

【会長報告】
　年度最終の６月。２日は私の誕生日で６９歳
になってしまいました。一年を通してご協力
有難うございました。パスト会長の先輩方か
らは「始まるまでが大変だよ。始まれば一年
はあっと言う間に過ぎちゃうよ」とお聞きし
ていましたが、それなりに長く感じました。
セミナーにも１５回位出席して、いろんな勉
強をさせて頂いたかなと思っております。
 髙丹ガバナーがいつも仰っていた渋沢栄一
の肖像の新一万円札がついに７／３に発行さ
れます。新札は２０年ぶりだそうで深谷の人
達もわくわくしていると思います。５月の

「ガバナー月信」にも載っていますが、今年度
地区大会は「ロータリー理念と渋沢栄一思想
を学ぼう」のテーマで、本当に楽しいトーク
ショーが行われました。「ＲＣって何をやって
るの？」という一般市民の方を巻き込んで開
催できたことは本当に良かったなと思ってい
ます。新一万円札の発行を市民と祝い、渋沢
栄一の人となりを身近に感じられたこの地区
大会は大変意義のあるものと確信したと髙丹
ガバナーも述べておられます。大会の時は

「埼玉グランドホテル深谷」に私と神田幹事、
地区に出向している大﨑委員も宿泊したので
すが、ホテルのカーテンを開けると真ん前が
深谷駅なんですね。その光景に感動して「深

谷っていいな」と思いました。トークショーの
時、お隣の席に居た年配の女性に「深谷って
いいとこですね」と言いましたら、どこから
来たのかと聞かれ、「飯能です。ＲＣで来ました」
と言うと、その方は深谷ＲＣの事務局をやっ
ておられた方でした。
　本日の講師は私の人生の目標である細田吉
春さん。ユーモアと説得力があって、「こうい
う人になりたいな」と思いながらいつもお話
を聴いております。楽しみにしております。

【幹事報告】
　各委員会で未清算の経費等は１２日までに
事務局まで。６月は締めの時期です。会費納入
も早目にお願いします。１９・２６日「クラブ協議
会」日程変更等は本日中に申請して下さい。
６／２６（水）１８時～「和食御膳　旬彩香」今年度
役員等反省会。矢島（高）パスト会長が入院、
今月中は休会されるとのことです。

【委員会報告】
◎次年度幹事　　　　　　　　　　　大﨑君
　本日１３：４０～次年度第１回理事会。次年
度第１回クラブ協議会７／３・１０・２４。日程変
更は今月中にお知らせ下さい。「年度計画書」
原稿提出は本日締切です。

【出席報告】無届欠席１・ＭＵ０大野（泰）出席向上委員長

【結婚・誕生日祝】　　 永安寺親睦活動委員
◇喜寿おめでとう　　和泉由起夫君
◇入会記念日おめでとう
　新井君、藤原君、福島君、本橋君
　伊澤君、鈴木（康）君、天ヶ瀬君
◇結婚記念日おめでとう
　天ヶ瀬君、内沼君、皆川君、坂本君
◇会員誕生日おめでとう
　馬場君、森君、新井君、半田君
　鈴木（康）君、和泉君、大木君
◇夫人誕生日おめでとう
　安藤夫人、山口会員（母）、森田夫人
　矢島（高）夫人、前島夫人

【ＳＡＡ報告】
◎ニコニコＢＯＸ
・６月２日の私共の結婚披露宴に多数の会員
　皆様のご参加有難うございました。山口君
・細田吉春パスト会長、本日は卓話有難うござい
　ます。よろしくお願い致します。　　　山川君
　 中里（昌）君、矢島（巌）君、島田君、神田幹事
　 中里（忠）副会長、新井君、前島君、本橋君
・誕生日お祝い有難うございます。
　馬場会長、森会長エレクト、大木君、半田君
　　　　　　 新井君、鈴木（康）君、鈴木（勝）君
・妻の誕生日お祝い有難うございます。
　　　　　　　　　安藤君、沢辺君、前島君
・入会記念日お祝い有難うございます。 新井君
　　　　福島君、伊澤君、本橋君、鈴木（勝）君
・結婚記念日お祝い有難うございます。 皆川君
本日計６６，０００円、累計額９６４，５０１円。
◎１２日例会当番は新井、天ヶ瀬会員です。

【卓　　話】
講師紹介　　　　　　島田クラブ奉仕委員長
　当委員会は吉田（武）、大附、細田（吉）委員と私
の４名で運営させて頂きました。年度当初、
会長幹事を交えて方針を決めた時から、６月
は吉春さんにまとめの挨拶をして頂こうと決
定していました。２月に夫人を亡くされ少し
心配だったのですが、お願いしましたら「喜
んで」ということで今日を迎えております。
是非〈吉春節〉を、皆さんでしっかり勉強し
て頂けますようよろしくお願い致します。

　耳が遠くなって馬場会長の話も半分位しか
聴こえないのです。補聴器をしていても言葉
として入ってこないからいかにも聞いて笑っ

ているようでも聞いてな
いのです。
　私は干支が戌年で、戌
年というのはある本によ
るとものすごく人が好い、
気持ちがいいわけです。
この中にも７８歳、６６
歳、５４歳、４２歳の人が
いらっしゃると思います
が皆いい人ばっかりです。

犬だから忠誠で島田委員長の言うことをハイ
ハイ聞いていたら今日ここに立っているわけ
です。いつそんな話をされたのか思い返して
みたら炉辺会談の時に聞いたような気もする
のですがこの歳になると３日もすると忘れま
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で気がいいものですから時々騙される。これ
は皆さんも気をつけた方がいいと思います。
卓話の題名も島田さんが決めたもので、ハイ
そうですかと言って引き受けました。
　ＲＣのことを半分位と、あと、私が９０歳
まで生きてきて大変だったこと、そして、大成
功したことをお話したいと思います。
　１９０５年（明治３８）に米国でＲＣが誕生して
１５年後、１９２０年（大正９）、東京にＲＣを創
れということになったわけです。
 １９１７年、（三井銀行の）米山梅吉さんが米国
で研究してこいと言われて渡米。三井物産の
支店がダラスにあり、当時、福島喜三次さんと
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ます。福島さんも１９１９年に帰国。二人共、三井
なのでいつも会うわけです。そこで福島さん
が梅吉さんに「ＲＣは良い会だから日本にも
創った方がいい」と話します。福島さんはダラ
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かなかできず、東京ＲＣの創立総会は１９２０年
１０月でしたが、ＲＩへの加盟が承認されたのは
１９２１年（大正１０）４月のことでした。三井銀
行の広い部屋に集まったのは１４名だけ。大正
１２年「関東大震災」が発生、東京だけで約１０万
人が亡くなります。東海道線の小田原～真鶴
間では走行中の列車が崖から落ちて１００ｍ
下の海に転落。そのニュースは世界に広まり
ＲＩはじめ各国のＲＣからお見舞い金約８万
９千円が東京ＲＣに届きます（１９７０年当時の
貨幣価値で３億円程／東京ＲＣのＨＰより）。す
ごい金額だということで以後は日本でＲＣが
認められるようになっていきます。災害があ
るとお見舞金を出すのは、この大震災の時の
ことが元になっております。
　飯能ＲＣは１９６４年（昭和３９）７月の創立。
それ以前にもＲＣの話はいろいろあるのです
が、例えば、埼玉銀行の長島さんという頭取が
ある人を介して東京ＲＣに入れてもらいたい
と言ったら“ＮО”だったんですね。それは人
的な理由ではなく地域的な面でダメだという
ことでした。県内ほとんどのＲＣが埼玉銀行

から部屋を貸してもらっていたのです。まち
の有志やお得意様が皆集まるＲＣですから。
飯能も埼玉銀行を例会場にしていました。
　私が入会したのは４０歳、１９７５年（昭和５０）。
３階まで急な階段で、年配の会員の腰を押し
たり手を引っ張ったりして大変でした。４５名
位だったでしょうか。３階の例会場に行くと
お茶入れをして、週報の作成も皆でやったの
です。今みたいに席に着けばお茶も出る、ご
はんもある、終わればコーヒーも出る、そん
な贅沢な時期ではなかったですから、もう皆
でＲＣをやらなくちゃならないという感じで
した。全員の弁当はＳＡＡが用意するのです。

「今日は畑屋」「今日は東雲亭」「今日は大野屋」
「今日は竹むら」と、全部会員がやったのです。
週報も係が全部メモしておいて「田中一誠堂
印刷部」へ行って校正して次の週に出す。いろ
んなことがあったからこじんまりまとまって
いたかなと思います。今は本当にもう贅沢過
ぎるくらい。とにかく仲が良かったですね。
日高の人もだんだん入るようになりました。
第２６代会長をさせて頂いたのですが、その
時は個人的に本当にお金がかかりました。

（姉妹クラブの）韓国・東清州ＲＣ、ソウルと電
話で話さなければならず電話代も８～９万円
になって、商売もあるしどうしようと思った
のですが、せっかく皆さんにお引き立て頂い
て名誉の会長をさせて頂いたのだからと、何
とか一生懸命続けてきました。
　ＲＣのことは別の機会に詳しくお話すると
して、残りの時間は、私が一番心配して一番
大成功したお話をさせて頂きます。
　飯能ＲＣができて１０年後「飯能青年会議所

（飯能ＪＣ）」を創ることになりました。力は無
かったのですが皆さんのお蔭で私が初代理事
長となって応援してもらいました。１９７４年（昭
和４９）４月２１日に「認証伝達式」を行うことに
なり、素晴らしい記念誌も仕上がっていたの
ですが、記念講演をお願いしていた政治評論
家の藤原弘達さんにドタキャンされてしまっ
たのです。顔写真等も記念誌に載ってしまっ
ていました。これが「一番弱った」ことなのです。
１千人弱の人が集うわけですから何とかしな
ければということで、私の友達で落語家に通
じている小川さんから桂小金治さんを紹介し
てもらうことになりました。その小金治さん
が講演で語った、１０歳の頃の忘れられないお
話をさせて頂きたいと思います。
　ある時、友達の所へ遊びに行きましたら友
達はまだ学校から帰ってきておらず、親御さ
んも野良仕事でお留守だったので縁側で休ま
せてもらうことにしました。そこにハーモニ
カがあり、吹いたら悪いかなと思いながらも
小さい音で吹いてみたら何とか吹けそうだっ
た。そこで無理とは分かっていたのだけれど
家に帰って親父さんに「ハーモニカを買って」
とせがんでみたのだそうです。すると神棚の
下に連れていかれ、親父さんは神棚の榊の葉
を１枚とって「ふるさと」をすごくいい音で吹
いてくれたのだそうです。そして「俺にできる
んだからお前にできないことはないな」と、

別に吹き方を教えるでもなく仕事に行ってし
まった。それからは毎日、学校の行き帰りに一
生懸命練習して、何とか音が出るようになった
かなと思ったらまた吹けなくなったりで、結局
諦めてしまいました。するとある時、親父さん
が「一念発起してそんなことをする人はたく
さん居る。実行、努力までなら誰でもする。
だけどそこで止めてしまってはドングリの背
比べで終わりなんだ。一歩抜きん出るには努
力の上の〈辛抱〉という棒を立てるんだよ。そ
うすればその棒に花が咲くんだ」と言ったの
だそうです。親父さんの言葉に触発されて

〈辛抱〉を立て、時間がかかったのだけれども
だんだんと吹けるようになった。そして親父
さんのところへ行って自信満々で吹いてみせ
たのだそうです。終わると親父さんは「お前
一つのことができるようになったからってそ
んなに威張るもんじゃない。自分一人の手柄
だと思うな。世間の皆さんのお力添え、お蔭さ
まで吹けるようになったんだと感謝しなさい。
錐（きり）だって片手では揉めないんだ」と言っ
たのだそうです。何か一つのことができるよ
うになったら他人様への感謝の気持ちをもつ
ことが生きていく上でどれだけ大切なことか
を、その時親父さんに教えてもらった、と。
　次の朝起きてみたら新聞紙に包まれた細長
いものがあって、開けるとぴかぴかに光った
ハーモニカだった。親父さんのところに飛ん
で行くと、「お前は努力の上に〈辛抱〉を立てた
んだろう。だからそこに花が咲いたんだ」。子
ども心にこんなに嬉しい言葉はありません。
嬉しいので今度はお袋さんのところへ行って
話をすると、お袋さんは「もう３日も前にハー
モニカは買ってあったんだよ。『あの子は必ず
草笛が吹けるようになるからな』って父ちゃ
んは言ってたよ」と言ったそうです。その時、
小金治さんの目からは大粒の涙がこぼれ出ま
した。その時の、心が揺さぶられるような感
動は今でも色褪せることなく心に焼き付いて
います…というふうな話をしたんです。ＪＣの
理事長として舞台袖から会場を見ていたので
すが大勢の方が涙を拭っていたようでした。
　どうしてこんな話をしたかと言うと、ＲＣ
でも会長はじめ委員長、役員を皆で押し上げて
揉み上げてもらって事業をして頂くと大変素
晴らしい会になっていくのではないかなと思
うからです。この話をもっとうまくやろうと
思っていたのだけれどできなかったというのが
今日一番残念なことですが（笑）、何か思いが
通じればこれで大成功かなと思っています。

ＲＩ会長 ゴードンR.マッキナリー
世界に希望を生み出そう 髙 丹 秀 篤
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・６月２日の私共の結婚披露宴に多数の会員
　皆様のご参加有難うございました。山口君
・細田吉春パスト会長、本日は卓話有難うござい
　ます。よろしくお願い致します。　　　山川君
　 中里（昌）君、矢島（巌）君、島田君、神田幹事
　 中里（忠）副会長、新井君、前島君、本橋君
・誕生日お祝い有難うございます。
　馬場会長、森会長エレクト、大木君、半田君
　　　　　　 新井君、鈴木（康）君、鈴木（勝）君
・妻の誕生日お祝い有難うございます。
　　　　　　　　　安藤君、沢辺君、前島君
・入会記念日お祝い有難うございます。 新井君
　　　　福島君、伊澤君、本橋君、鈴木（勝）君
・結婚記念日お祝い有難うございます。 皆川君
本日計６６，０００円、累計額９６４，５０１円。
◎１２日例会当番は新井、天ヶ瀬会員です。

【卓　　話】
講師紹介　　　　　　島田クラブ奉仕委員長
　当委員会は吉田（武）、大附、細田（吉）委員と私
の４名で運営させて頂きました。年度当初、
会長幹事を交えて方針を決めた時から、６月
は吉春さんにまとめの挨拶をして頂こうと決
定していました。２月に夫人を亡くされ少し
心配だったのですが、お願いしましたら「喜
んで」ということで今日を迎えております。
是非〈吉春節〉を、皆さんでしっかり勉強し
て頂けますようよろしくお願い致します。

　耳が遠くなって馬場会長の話も半分位しか
聴こえないのです。補聴器をしていても言葉
として入ってこないからいかにも聞いて笑っ

ているようでも聞いてな
いのです。
　私は干支が戌年で、戌
年というのはある本によ
るとものすごく人が好い、
気持ちがいいわけです。
この中にも７８歳、６６
歳、５４歳、４２歳の人が
いらっしゃると思います
が皆いい人ばっかりです。

犬だから忠誠で島田委員長の言うことをハイ
ハイ聞いていたら今日ここに立っているわけ
です。いつそんな話をされたのか思い返して
みたら炉辺会談の時に聞いたような気もする
のですがこの歳になると３日もすると忘れま
す。昨日のことをようやく覚えている位で、
呆れるほど忘れちゃうのです。そういうわけ
で気がいいものですから時々騙される。これ
は皆さんも気をつけた方がいいと思います。
卓話の題名も島田さんが決めたもので、ハイ
そうですかと言って引き受けました。
　ＲＣのことを半分位と、あと、私が９０歳
まで生きてきて大変だったこと、そして、大成
功したことをお話したいと思います。
　１９０５年（明治３８）に米国でＲＣが誕生して
１５年後、１９２０年（大正９）、東京にＲＣを創
れということになったわけです。
 １９１７年、（三井銀行の）米山梅吉さんが米国
で研究してこいと言われて渡米。三井物産の
支店がダラスにあり、当時、福島喜三次さんと
いう人が支店長でダラスＲＣにも入会してい
ました。１９１８年、ダラスの福島さんを訪ねた
際にＲＣを知り、良い会だと思いながら帰国し
ます。福島さんも１９１９年に帰国。二人共、三井
なのでいつも会うわけです。そこで福島さん
が梅吉さんに「ＲＣは良い会だから日本にも
創った方がいい」と話します。福島さんはダラ
スＲＣからも創設の件を言われていたわけで
すね。当時は船ですから「認証状伝達式」がな
かなかできず、東京ＲＣの創立総会は１９２０年
１０月でしたが、ＲＩへの加盟が承認されたのは
１９２１年（大正１０）４月のことでした。三井銀
行の広い部屋に集まったのは１４名だけ。大正
１２年「関東大震災」が発生、東京だけで約１０万
人が亡くなります。東海道線の小田原～真鶴
間では走行中の列車が崖から落ちて１００ｍ
下の海に転落。そのニュースは世界に広まり
ＲＩはじめ各国のＲＣからお見舞い金約８万
９千円が東京ＲＣに届きます（１９７０年当時の
貨幣価値で３億円程／東京ＲＣのＨＰより）。す
ごい金額だということで以後は日本でＲＣが
認められるようになっていきます。災害があ
るとお見舞金を出すのは、この大震災の時の
ことが元になっております。
　飯能ＲＣは１９６４年（昭和３９）７月の創立。
それ以前にもＲＣの話はいろいろあるのです
が、例えば、埼玉銀行の長島さんという頭取が
ある人を介して東京ＲＣに入れてもらいたい
と言ったら“ＮО”だったんですね。それは人
的な理由ではなく地域的な面でダメだという
ことでした。県内ほとんどのＲＣが埼玉銀行

から部屋を貸してもらっていたのです。まち
の有志やお得意様が皆集まるＲＣですから。
飯能も埼玉銀行を例会場にしていました。
　私が入会したのは４０歳、１９７５年（昭和５０）。
３階まで急な階段で、年配の会員の腰を押し
たり手を引っ張ったりして大変でした。４５名
位だったでしょうか。３階の例会場に行くと
お茶入れをして、週報の作成も皆でやったの
です。今みたいに席に着けばお茶も出る、ご
はんもある、終わればコーヒーも出る、そん
な贅沢な時期ではなかったですから、もう皆
でＲＣをやらなくちゃならないという感じで
した。全員の弁当はＳＡＡが用意するのです。

「今日は畑屋」「今日は東雲亭」「今日は大野屋」
「今日は竹むら」と、全部会員がやったのです。
週報も係が全部メモしておいて「田中一誠堂
印刷部」へ行って校正して次の週に出す。いろ
んなことがあったからこじんまりまとまって
いたかなと思います。今は本当にもう贅沢過
ぎるくらい。とにかく仲が良かったですね。
日高の人もだんだん入るようになりました。
第２６代会長をさせて頂いたのですが、その
時は個人的に本当にお金がかかりました。

（姉妹クラブの）韓国・東清州ＲＣ、ソウルと電
話で話さなければならず電話代も８～９万円
になって、商売もあるしどうしようと思った
のですが、せっかく皆さんにお引き立て頂い
て名誉の会長をさせて頂いたのだからと、何
とか一生懸命続けてきました。
　ＲＣのことは別の機会に詳しくお話すると
して、残りの時間は、私が一番心配して一番
大成功したお話をさせて頂きます。
　飯能ＲＣができて１０年後「飯能青年会議所

（飯能ＪＣ）」を創ることになりました。力は無
かったのですが皆さんのお蔭で私が初代理事
長となって応援してもらいました。１９７４年（昭
和４９）４月２１日に「認証伝達式」を行うことに
なり、素晴らしい記念誌も仕上がっていたの
ですが、記念講演をお願いしていた政治評論
家の藤原弘達さんにドタキャンされてしまっ
たのです。顔写真等も記念誌に載ってしまっ
ていました。これが「一番弱った」ことなのです。
１千人弱の人が集うわけですから何とかしな
ければということで、私の友達で落語家に通
じている小川さんから桂小金治さんを紹介し
てもらうことになりました。その小金治さん
が講演で語った、１０歳の頃の忘れられないお
話をさせて頂きたいと思います。
　ある時、友達の所へ遊びに行きましたら友
達はまだ学校から帰ってきておらず、親御さ
んも野良仕事でお留守だったので縁側で休ま
せてもらうことにしました。そこにハーモニ
カがあり、吹いたら悪いかなと思いながらも
小さい音で吹いてみたら何とか吹けそうだっ
た。そこで無理とは分かっていたのだけれど
家に帰って親父さんに「ハーモニカを買って」
とせがんでみたのだそうです。すると神棚の
下に連れていかれ、親父さんは神棚の榊の葉
を１枚とって「ふるさと」をすごくいい音で吹
いてくれたのだそうです。そして「俺にできる
んだからお前にできないことはないな」と、

別に吹き方を教えるでもなく仕事に行ってし
まった。それからは毎日、学校の行き帰りに一
生懸命練習して、何とか音が出るようになった
かなと思ったらまた吹けなくなったりで、結局
諦めてしまいました。するとある時、親父さん
が「一念発起してそんなことをする人はたく
さん居る。実行、努力までなら誰でもする。
だけどそこで止めてしまってはドングリの背
比べで終わりなんだ。一歩抜きん出るには努
力の上の〈辛抱〉という棒を立てるんだよ。そ
うすればその棒に花が咲くんだ」と言ったの
だそうです。親父さんの言葉に触発されて

〈辛抱〉を立て、時間がかかったのだけれども
だんだんと吹けるようになった。そして親父
さんのところへ行って自信満々で吹いてみせ
たのだそうです。終わると親父さんは「お前
一つのことができるようになったからってそ
んなに威張るもんじゃない。自分一人の手柄
だと思うな。世間の皆さんのお力添え、お蔭さ
まで吹けるようになったんだと感謝しなさい。
錐（きり）だって片手では揉めないんだ」と言っ
たのだそうです。何か一つのことができるよ
うになったら他人様への感謝の気持ちをもつ
ことが生きていく上でどれだけ大切なことか
を、その時親父さんに教えてもらった、と。
　次の朝起きてみたら新聞紙に包まれた細長
いものがあって、開けるとぴかぴかに光った
ハーモニカだった。親父さんのところに飛ん
で行くと、「お前は努力の上に〈辛抱〉を立てた
んだろう。だからそこに花が咲いたんだ」。子
ども心にこんなに嬉しい言葉はありません。
嬉しいので今度はお袋さんのところへ行って
話をすると、お袋さんは「もう３日も前にハー
モニカは買ってあったんだよ。『あの子は必ず
草笛が吹けるようになるからな』って父ちゃ
んは言ってたよ」と言ったそうです。その時、
小金治さんの目からは大粒の涙がこぼれ出ま
した。その時の、心が揺さぶられるような感
動は今でも色褪せることなく心に焼き付いて
います…というふうな話をしたんです。ＪＣの
理事長として舞台袖から会場を見ていたので
すが大勢の方が涙を拭っていたようでした。
　どうしてこんな話をしたかと言うと、ＲＣ
でも会長はじめ委員長、役員を皆で押し上げて
揉み上げてもらって事業をして頂くと大変素
晴らしい会になっていくのではないかなと思
うからです。この話をもっとうまくやろうと
思っていたのだけれどできなかったというのが
今日一番残念なことですが（笑）、何か思いが
通じればこれで大成功かなと思っています。

伝統ある飯能ロータリークラブ

飯能ＲＣ パスト会長 細田吉春会員



・点　鐘　馬場会長
・ソング　君が代　奉仕の理想
・四つのテスト唱和　伊澤職業奉仕委員長
・卓　話　細田吉春会員

【会長報告】
　年度最終の６月。２日は私の誕生日で６９歳
になってしまいました。一年を通してご協力
有難うございました。パスト会長の先輩方か
らは「始まるまでが大変だよ。始まれば一年
はあっと言う間に過ぎちゃうよ」とお聞きし
ていましたが、それなりに長く感じました。
セミナーにも１５回位出席して、いろんな勉
強をさせて頂いたかなと思っております。
 髙丹ガバナーがいつも仰っていた渋沢栄一
の肖像の新一万円札がついに７／３に発行さ
れます。新札は２０年ぶりだそうで深谷の人
達もわくわくしていると思います。５月の

「ガバナー月信」にも載っていますが、今年度
地区大会は「ロータリー理念と渋沢栄一思想
を学ぼう」のテーマで、本当に楽しいトーク
ショーが行われました。「ＲＣって何をやって
るの？」という一般市民の方を巻き込んで開
催できたことは本当に良かったなと思ってい
ます。新一万円札の発行を市民と祝い、渋沢
栄一の人となりを身近に感じられたこの地区
大会は大変意義のあるものと確信したと髙丹
ガバナーも述べておられます。大会の時は

「埼玉グランドホテル深谷」に私と神田幹事、
地区に出向している大﨑委員も宿泊したので
すが、ホテルのカーテンを開けると真ん前が
深谷駅なんですね。その光景に感動して「深

谷っていいな」と思いました。トークショーの
時、お隣の席に居た年配の女性に「深谷って
いいとこですね」と言いましたら、どこから
来たのかと聞かれ、「飯能です。ＲＣで来ました」
と言うと、その方は深谷ＲＣの事務局をやっ
ておられた方でした。
　本日の講師は私の人生の目標である細田吉
春さん。ユーモアと説得力があって、「こうい
う人になりたいな」と思いながらいつもお話
を聴いております。楽しみにしております。

【幹事報告】
　各委員会で未清算の経費等は１２日までに
事務局まで。６月は締めの時期です。会費納入
も早目にお願いします。１９・２６日「クラブ協議
会」日程変更等は本日中に申請して下さい。
６／２６（水）１８時～「和食御膳　旬彩香」今年度
役員等反省会。矢島（高）パスト会長が入院、
今月中は休会されるとのことです。

【委員会報告】
◎次年度幹事　　　　　　　　　　　大﨑君
　本日１３：４０～次年度第１回理事会。次年
度第１回クラブ協議会７／３・１０・２４。日程変
更は今月中にお知らせ下さい。「年度計画書」
原稿提出は本日締切です。

【出席報告】無届欠席１・ＭＵ０大野（泰）出席向上委員長

【結婚・誕生日祝】　　 永安寺親睦活動委員
◇喜寿おめでとう　　和泉由起夫君
◇入会記念日おめでとう
　新井君、藤原君、福島君、本橋君
　伊澤君、鈴木（康）君、天ヶ瀬君
◇結婚記念日おめでとう
　天ヶ瀬君、内沼君、皆川君、坂本君
◇会員誕生日おめでとう
　馬場君、森君、新井君、半田君
　鈴木（康）君、和泉君、大木君
◇夫人誕生日おめでとう
　安藤夫人、山口会員（母）、森田夫人
　矢島（高）夫人、前島夫人

【ＳＡＡ報告】
◎ニコニコＢＯＸ
・６月２日の私共の結婚披露宴に多数の会員
　皆様のご参加有難うございました。山口君
・細田吉春パスト会長、本日は卓話有難うござい
　ます。よろしくお願い致します。　　　山川君
　 中里（昌）君、矢島（巌）君、島田君、神田幹事
　 中里（忠）副会長、新井君、前島君、本橋君
・誕生日お祝い有難うございます。
　馬場会長、森会長エレクト、大木君、半田君
　　　　　　 新井君、鈴木（康）君、鈴木（勝）君
・妻の誕生日お祝い有難うございます。
　　　　　　　　　安藤君、沢辺君、前島君
・入会記念日お祝い有難うございます。 新井君
　　　　福島君、伊澤君、本橋君、鈴木（勝）君
・結婚記念日お祝い有難うございます。 皆川君
本日計６６，０００円、累計額９６４，５０１円。
◎１２日例会当番は新井、天ヶ瀬会員です。

【卓　　話】
講師紹介　　　　　　島田クラブ奉仕委員長
　当委員会は吉田（武）、大附、細田（吉）委員と私
の４名で運営させて頂きました。年度当初、
会長幹事を交えて方針を決めた時から、６月
は吉春さんにまとめの挨拶をして頂こうと決
定していました。２月に夫人を亡くされ少し
心配だったのですが、お願いしましたら「喜
んで」ということで今日を迎えております。
是非〈吉春節〉を、皆さんでしっかり勉強し
て頂けますようよろしくお願い致します。

　耳が遠くなって馬場会長の話も半分位しか
聴こえないのです。補聴器をしていても言葉
として入ってこないからいかにも聞いて笑っ

ているようでも聞いてな
いのです。
　私は干支が戌年で、戌
年というのはある本によ
るとものすごく人が好い、
気持ちがいいわけです。
この中にも７８歳、６６
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のですがこの歳になると３日もすると忘れま
す。昨日のことをようやく覚えている位で、
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功したことをお話したいと思います。
　１９０５年（明治３８）に米国でＲＣが誕生して
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が梅吉さんに「ＲＣは良い会だから日本にも
創った方がいい」と話します。福島さんはダラ
スＲＣからも創設の件を言われていたわけで
すね。当時は船ですから「認証状伝達式」がな
かなかできず、東京ＲＣの創立総会は１９２０年
１０月でしたが、ＲＩへの加盟が承認されたのは
１９２１年（大正１０）４月のことでした。三井銀
行の広い部屋に集まったのは１４名だけ。大正
１２年「関東大震災」が発生、東京だけで約１０万
人が亡くなります。東海道線の小田原～真鶴
間では走行中の列車が崖から落ちて１００ｍ
下の海に転落。そのニュースは世界に広まり
ＲＩはじめ各国のＲＣからお見舞い金約８万
９千円が東京ＲＣに届きます（１９７０年当時の
貨幣価値で３億円程／東京ＲＣのＨＰより）。す
ごい金額だということで以後は日本でＲＣが
認められるようになっていきます。災害があ
るとお見舞金を出すのは、この大震災の時の
ことが元になっております。
　飯能ＲＣは１９６４年（昭和３９）７月の創立。
それ以前にもＲＣの話はいろいろあるのです
が、例えば、埼玉銀行の長島さんという頭取が
ある人を介して東京ＲＣに入れてもらいたい
と言ったら“ＮО”だったんですね。それは人
的な理由ではなく地域的な面でダメだという
ことでした。県内ほとんどのＲＣが埼玉銀行

から部屋を貸してもらっていたのです。まち
の有志やお得意様が皆集まるＲＣですから。
飯能も埼玉銀行を例会場にしていました。
　私が入会したのは４０歳、１９７５年（昭和５０）。
３階まで急な階段で、年配の会員の腰を押し
たり手を引っ張ったりして大変でした。４５名
位だったでしょうか。３階の例会場に行くと
お茶入れをして、週報の作成も皆でやったの
です。今みたいに席に着けばお茶も出る、ご
はんもある、終わればコーヒーも出る、そん
な贅沢な時期ではなかったですから、もう皆
でＲＣをやらなくちゃならないという感じで
した。全員の弁当はＳＡＡが用意するのです。

「今日は畑屋」「今日は東雲亭」「今日は大野屋」
「今日は竹むら」と、全部会員がやったのです。
週報も係が全部メモしておいて「田中一誠堂
印刷部」へ行って校正して次の週に出す。いろ
んなことがあったからこじんまりまとまって
いたかなと思います。今は本当にもう贅沢過
ぎるくらい。とにかく仲が良かったですね。
日高の人もだんだん入るようになりました。
第２６代会長をさせて頂いたのですが、その
時は個人的に本当にお金がかかりました。

（姉妹クラブの）韓国・東清州ＲＣ、ソウルと電
話で話さなければならず電話代も８～９万円
になって、商売もあるしどうしようと思った
のですが、せっかく皆さんにお引き立て頂い
て名誉の会長をさせて頂いたのだからと、何
とか一生懸命続けてきました。
　ＲＣのことは別の機会に詳しくお話すると
して、残りの時間は、私が一番心配して一番
大成功したお話をさせて頂きます。
　飯能ＲＣができて１０年後「飯能青年会議所

（飯能ＪＣ）」を創ることになりました。力は無
かったのですが皆さんのお蔭で私が初代理事
長となって応援してもらいました。１９７４年（昭
和４９）４月２１日に「認証伝達式」を行うことに
なり、素晴らしい記念誌も仕上がっていたの
ですが、記念講演をお願いしていた政治評論
家の藤原弘達さんにドタキャンされてしまっ
たのです。顔写真等も記念誌に載ってしまっ
ていました。これが「一番弱った」ことなのです。
１千人弱の人が集うわけですから何とかしな
ければということで、私の友達で落語家に通
じている小川さんから桂小金治さんを紹介し
てもらうことになりました。その小金治さん
が講演で語った、１０歳の頃の忘れられないお
話をさせて頂きたいと思います。
　ある時、友達の所へ遊びに行きましたら友
達はまだ学校から帰ってきておらず、親御さ
んも野良仕事でお留守だったので縁側で休ま
せてもらうことにしました。そこにハーモニ
カがあり、吹いたら悪いかなと思いながらも
小さい音で吹いてみたら何とか吹けそうだっ
た。そこで無理とは分かっていたのだけれど
家に帰って親父さんに「ハーモニカを買って」
とせがんでみたのだそうです。すると神棚の
下に連れていかれ、親父さんは神棚の榊の葉
を１枚とって「ふるさと」をすごくいい音で吹
いてくれたのだそうです。そして「俺にできる
んだからお前にできないことはないな」と、

別に吹き方を教えるでもなく仕事に行ってし
まった。それからは毎日、学校の行き帰りに一
生懸命練習して、何とか音が出るようになった
かなと思ったらまた吹けなくなったりで、結局
諦めてしまいました。するとある時、親父さん
が「一念発起してそんなことをする人はたく
さん居る。実行、努力までなら誰でもする。
だけどそこで止めてしまってはドングリの背
比べで終わりなんだ。一歩抜きん出るには努
力の上の〈辛抱〉という棒を立てるんだよ。そ
うすればその棒に花が咲くんだ」と言ったの
だそうです。親父さんの言葉に触発されて

〈辛抱〉を立て、時間がかかったのだけれども
だんだんと吹けるようになった。そして親父
さんのところへ行って自信満々で吹いてみせ
たのだそうです。終わると親父さんは「お前
一つのことができるようになったからってそ
んなに威張るもんじゃない。自分一人の手柄
だと思うな。世間の皆さんのお力添え、お蔭さ
まで吹けるようになったんだと感謝しなさい。
錐（きり）だって片手では揉めないんだ」と言っ
たのだそうです。何か一つのことができるよ
うになったら他人様への感謝の気持ちをもつ
ことが生きていく上でどれだけ大切なことか
を、その時親父さんに教えてもらった、と。
　次の朝起きてみたら新聞紙に包まれた細長
いものがあって、開けるとぴかぴかに光った
ハーモニカだった。親父さんのところに飛ん
で行くと、「お前は努力の上に〈辛抱〉を立てた
んだろう。だからそこに花が咲いたんだ」。子
ども心にこんなに嬉しい言葉はありません。
嬉しいので今度はお袋さんのところへ行って
話をすると、お袋さんは「もう３日も前にハー
モニカは買ってあったんだよ。『あの子は必ず
草笛が吹けるようになるからな』って父ちゃ
んは言ってたよ」と言ったそうです。その時、
小金治さんの目からは大粒の涙がこぼれ出ま
した。その時の、心が揺さぶられるような感
動は今でも色褪せることなく心に焼き付いて
います…というふうな話をしたんです。ＪＣの
理事長として舞台袖から会場を見ていたので
すが大勢の方が涙を拭っていたようでした。
　どうしてこんな話をしたかと言うと、ＲＣ
でも会長はじめ委員長、役員を皆で押し上げて
揉み上げてもらって事業をして頂くと大変素
晴らしい会になっていくのではないかなと思
うからです。この話をもっとうまくやろうと
思っていたのだけれどできなかったというのが
今日一番残念なことですが（笑）、何か思いが
通じればこれで大成功かなと思っています。
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